
日本臨床検査自動化学会 
第 50 回大会 大会公告（第 2 報） 

 
大会テーマ：「臨床検査自動化 50 年 ― あらたな飛躍へ」 

 
会期：平成 30 年 10 月 11 日（木）～13 日（土） 

 
会場：神戸国際会議場（神戸市中央区港島中町 6-9-1  TEL：078-302-5200） 

神戸国際展示場（神戸市中央区港島中町 6-11-1 TEL：078-302-1020） 

 
大会長：通山 薫 
（川崎医科大学検査診断学・同附属病院中央検査部・川崎医療福祉大学臨床検査学科） 

 
大会事務局：川崎医科大学附属病院中央検査部 

TEL/FAX：086-464-1141 
E-mail：kakjan@med.kawasaki-m.ac.jp 

 
演題募集期間：平成 30 年 4 月 9 日（月）～5 月 18 日（金） 
       詳細は学会 URL (http://www.jscla.com/) に掲載予定 

 
 
プログラム大綱  

 
特別講演：医療におけるスーパーコンピュータ・人工知能の可能性 

奥野恭史（京都大学大学院医学研究科ビッグデータ医科学分野） 

 
教育講演 I：免疫疾患診療における臨床検査の進歩と課題（仮） 

小柴賢洋（兵庫医科大学臨床検査医学） 

 
教育講演 II：肝疾患診療における臨床検査の進歩と課題（仮） 

日野啓輔（川崎医科大学肝胆膵内科学） 

 
教育講演 III：高知における臨床検査の産業革命 

小倉克巳（高知大学医学部附属病院中央検査部） 

 
メモリアル講演：臨床検査の発展と共に50年（仮） 

林 正好（シスメックス（株）・特別顧問） 

 



シンポジウム I：臨床検査ビッグデータの利活用とその課題（仮） 
企画：和田隆志、片岡浩巳 

 
シンポジウム II：CKDを斬る 

企画：菊池春人、河口勝憲 

 
シンポジウム III：血球分析の進歩と標準化 

企画：近藤 弘、清水長子 

 
シンポジウム IV： AMR対策における微生物検査の役割 

企画：柳原克紀 

 
JACLaS 共催企画 
RCPC 企画：本田孝行 
技術セミナー 
機器・試薬セミナー 
ランチョンセミナー 
サテライトセミナー 

 


